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研究成果の概要（和文）：本研究は空間経済学を２生産要素（労働、資本）の側面から、そしてCES(constant 
elasticity of substitution)の枠組みをVESの下で再構築した。理論と実証の両面から自国市場効果など、集積
メカニズムの本質を探究した。特に、加法分離的な連続型需要と離散型需要による市場のメカニズムを分析し、
様々な貿易パタンーやタックス・ヘイブン税制を解明できた。そして、構築した理論を環境経済学、都市経済
学、地域経済学、労働経済学、公共経済学、交通経済学に応用し、温暖化対策、貿易政策、投資誘致政策、最低
賃金政策、交通政策、土地規制効果などの検証を行った。

研究成果の概要（英文）：This project revisited spatial economics by considering two production 
factors (labor and capital) and extending the CES (constant elasticity of substitution) framework to
 VES (variable elasticity of substitution). It delved into the essence of agglomeration mechanisms 
such as the home market effect, exploring them from both theoretical and empirical perspectives. 
Specifically, we analyzed market mechanisms based on continuous demand derived from additively 
separable preferences and discrete demand arising from binary preferences. This research elucidates 
various trade patterns and the intricacies of tax haven systems. Furthermore, the newly developed 
theory was applied to environmental economics, urban economics, regional economics, labor economics,
 public economics, and transportation economics, examining measures addressing global warming, trade
 policies, tax policies, minimum wage policies, transportation policies, and the impacts of land 
regulations.

研究分野： 社会科学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術の面から、様々な可変代替弾力性(VES)効用関数に基づく一般均衡による分析手法を開発した。消費者、企
業、政府の意思決定が財市場に与える影響を総括できるので、政策の分析に適している。特に、VESは市場均衡
と社会最適の違いを示せるので、均衡の歪みを是正できる政策を分析できる。一方、多くの政府がタックス・ヘ
イブンの存在、気候温暖化、貿易赤字、資本流出、経済格差、交通混雑、土地利用などに悩まされ、有効な対応
策を模索している。本研究は今後最低賃金、汚染排出規制など、様々な経済政策の評価や有効政策の策定に繋が
ることを期待したい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
大きな需要は産業の集積に繋がり、財の輸出をもたらすかどうかは前世紀 50--70 年代に
かけて大きな論争点であった。Paul Krugman は 1980 年代に一般均衡のモデルを構築し、
独占競争の市場と収穫逓増の生産技術があるなら、大きな需要を持つ大国に様々な優位を
表す「自国市場効果」(Home Market Effect)が現れることが示された。具体的には、大国
は製造業財の純輸出国であり、製造業は大国に集積し、大国の賃金がより高いという 3つ
の理論的結果が成立する。Krugman はこうした消費者と生産者の相互依存関係による集積
を形成するメカニズムを提案した。これによって新貿易理論や新経済地理学が築かれ、経
済学の空間的現象に対する理解は大きく前進した。 
 
しかし、Krugman の研究およびそれに続く一連の研究は労働を唯一な生産要素としており、
地域間、国家間の貿易収支の分析に支障をきたす。さらに、効用関数に代替の弾力性が一
定の CES 関数を用いる。CES の枠組みにおいては markup 率が市場の規模に依存しない定
数となることが知られている。したがって、実証研究において観察されている変動 markup
や、「多くの企業が同じ地域に集積すると、価格競争により、利潤は下がる」という競争
促進効果(pro-competitive effect) を捉えることはできない。そして、CES 枠組みにおい
て、市場均衡の歪みはなく、社会的最適になっていることが分かっている。そのため、政
策の分析ができない。それを改善するため、可変代替弾力性(VES) の効用関数を用いる枠
組みが開発されつつある。特に加法的分離可能な VES 枠組みが注目されている。 
 

２． 研究の目的 
 
空間経済学はこの 30 年間に大きな発展を遂げ、さまざまな領域に応用されているが、そ
の大半が CES 効用関数を使用し、得られた結果は CES 効用関数の強い仮定に依存する可能
性がある。本研究は VES を中心に、一般化された効用関数のもとで、集積メカニズムを解
明し、既存の結果について再検討することを目的とする。その結果を多くの関連分野に応
用し、様々な政策の有効性を検討したい。 

 
３． 研究の方法  

 
上述の研究目的を達成するために、曽、河野、伊藤は毎週セミナーを開催し、研究上の意
見交換と学生共同指導を行っている。そして、メンバー4 人は地域科学ワークショップと
学会を通して、当該分野を代表する国内外の研究者との情報交換を行ってきた。そのため、
研究停滞が少なく、直面した様々な問題を理論と実証の両面から解決し、下記の研究成果
を得ることができた。 

 
４． 研究成果 

 
本研究は理論と実証の両面から自国市場効果などの集積メカニズムの本質を探究した。特
に、加法分離的な連続型需要と離散型需要による市場のメカニズムを分析し、様々な貿易
パターンやタックス・ヘイブン税制を解明できた。環境経済学、都市経済学、地域経済学、
労働経済学、公共経済学、交通経済学に応用し、温暖化対策、貿易政策、税政策、最低賃
金政策、交通政策、土地規制効果などの検証を行った。 
 
本研究プロジェクトの研究成果は雑誌論文 28件（うち査読付き論文 23件、国際共著 5件）
学会発表 25 件（うち招待講演 2 件、国際学会 8 件）である。以下では、雑誌論文（査読
付き）を中心に主要１０件を紹介する。 

 

(1) Peng and Zeng (2024) は、企業の異質性と完全競争の労働市場を取り入れた一般均衡モデ

ルを構築し、最低賃金の役割を探っている。各個人に同等の重みを置くと仮定した場合、均

衡水準より賃金がわずかに増加することで社会厚生が向上する可能性があることを示した。

これは、最低賃金の導入が、不完全競争、企業の異質性、自由参入から生じる財市場の歪み

を軽減できるためである。さらに、最適な最低賃金が、差別化された商品の好みの強度や人

口規模と正の関連があり、一方で多様性の愛好度、参入コスト、および限界労働要件の上限

とは負の関連があることを明らかにした。 



(2) Zhang, Zeng, and Song（2024）の論文は、環境セクターにおける貿易パターンに関する自

国市場効果（HME）を理論と実証の両面から検証している。2国2部門経済の一般均衡モデル

を用いて、強い/弱いHMEの存在を示し、貿易コストの重要な役割を明らかにした。Linder

仮説によれば、大気汚染が深刻になると、空気清浄機などの環境財の需要が増加する。本研

究では、中国の空気清浄機の国際貿易とPM2.5濃度のデータセットを利用して、環境需要と

貿易パターンの因果関係を調べた。その結果、PM2.5が1％上昇するごとに、空気清浄機の輸

出と純輸出がそれぞれ4.337％、3.835％増加することが分かった。環境需要が大きい国は環

境製品の純輸出国となる傾向が観察された。この成果は、環境に優しい経済生産へ移行する

ための政策策定の参考となる。 

(3) Lin, Pan, and Zeng（2024）は一般均衡モデルを構築し、よく知られている2つの排出規制

政策、炭素税（CT）と排出量取引制度（ETS）の効率性を比較した。独占的競争と異質な企

業を仮定すると、ETSは異質性が高い経済において優れており、CTはそれ以外の場合に優れ

ていることを示した。また、これら2つの規制政策の下で市場の歪みがどのように異なるか

を分析した。さらに、製造生産における移動できない資源の過剰投入が市場の非効率性を引

き起こす可能性があることも明らかにした。 

(4) Non-CES選好として、一部の財の需要は「1」または「0」という二値的な特徴を持つ。Lin and 

Zeng (2023)の論文は、二値的な選好と企業の異質な生産性を考慮して、発展途上国と先進

国間の貿易モデルを構築した。4個の新しい結果を発見した。第1に、価格逆転が観察され、

先進国（高所得国）における価格が発展途上国（低所得国）よりも低くなる。第2に、一部

の発展途上国の企業は、国内市場を断念し、海外輸出だけを行う。一方、一部の先進国の企

業は、海外市場を断念し、国内市場だけに専念する可能性もある。第3に、貿易の自由化が

進むにつれて、発展途上国における国内供給の選択効果が強くなる。最後に、異質性の度合

いが高まると、先進国では貿易からの利益が大きくなり、発展途上国では貿易からの損失が

大きくなる。 

(5) 貿易自由化は租税回避を悪化させるのか？ Pan and Zeng (2023)は、二つの非タックスヘイ

ブン国と一つのタックスヘイブン国からなる三国間の租税競争モデルを構築し、非タックス

ヘイブン国間で財が貿易され、企業が利潤をタックスヘイブンに移転する可能性を検討した。

非タックスヘイブン国が協力する場合、貿易コストの削減は租税回避の度合いに変化をもた

らさない。それに対し、非タックスヘイブン国が協力しない場合、均衡税率が高くなり、そ

の結果、租税回避が増加する。さらに、貿易自由化は非タックスヘイブン国間の租税競争を

強化し、租税回避活動をさらに増加させることが分かった。 

(6)  Koma, Kono, Kazama (2023) は、空間経済における人口分布と河川計画の依存関係を、河

川流体モデルを用いて分析を行った。具体的には、(1) 川の上流部か下流部か、どの部分を

最初に建設すべきか、そして (2) 各部分に応じて堤防をどの程度高く建設すべきか。その

ために、まず河川流体モデルを使用してどう堤防の効率的な建設を決定するかを考案した。

次に、北上川と阿武隈川の実際のデータに基づいてパラメーターを特定し、数値シミュレー

ションを行った。その結果、上流部が下流部よりもはるかに多くの人口を有する場合、上流

部からの建設が効率的であることが分かった。また、上流部でより高い堤防を建設すると、

下流部で負の外部性が発生し、下流部での洪水の可能性が高まる。さらに、支流からの流入

量が上流部よりも十分に多い場合、効率的な高さの堤防はパレート改善をもたらし、下流部

および上流部の住民に利益をもたらす。また、効率的な堤防の高さは、建設が始まる部分に

依存することも明らかとなった。 



(7) Itoh and Zhang (2023)は、予期せぬショックが発生した場合のコンテナ船舶提携が市場の

価格と輸送量の安定性に与える影響を分析した。寡占ライナーが運航する2つの補完的また

は代替可能な港がある場合、補完的なライナー間の提携、つまり「グローバル提携」と呼ば

れるものは、彼らの戦略的相補性を高め、ショックが港の間でより簡単に伝播し、船舶サー

ビスの価格と輸送量の変動を増加させる。さらに、予期せぬショックに直面する船主の生産

設備の不完全な調整により、短期間の船舶需要は長期間の需要よりも弾力性が低くなる。グ

ローバル提携による市場の変動の増加が、i）船主の非効率な投資とii）輸送サービスの過

剰価格上昇によるショックで船主の利益の大幅な減少を引き起こすことが示された。一方で

ライナーの利益はii)の効果により増加する可能性もある。 

(8) Nakajima and Takano (2023)は、福岡市の航空法の建築物の高さ制限の特徴を利用して、土

地利用規制が土地価格に与える影響を推定している。この法律は、空港から4000メートル以

内にある建物の高さを54.1メートルに制限しているが、距離が4000メートルを超えると制限

が緩和される。この規制の特徴を利用して、regression kink designを用いて規制が土地価

格に与える影響を推定している。その結果、建築物の高さ制限が土地価格に有意なマイナス

の影響を与えることがわかった。また、その影響の程度は規制の厳しさに依存する。 

(9) Li and Zeng (2022) は、摩擦のある労働市場を持つオープン経済において、マッチングの

弾力性と労働交渉力が産業集積にどのように影響するかを検証した。この分析は、単一産業

と移動しない労働力を持つ2個の対称地域のfootloose capitalモデルに基づく。失業は、

Diamond–Mortensen–Pissarides型の求人マッチングメカニズムによって発生する。マッチン

グの弾力性が高く、または労働交渉力が強い場合、労働市場の摩擦によって引き起こされる

集積の力は対称的均衡を崩壊させる可能性がある。マッチングの弾力性は、経済地理のパタ

ーンを決定する上で重要である。 

(10) Zeng and Peng (2021) は、独占競争の経済における対称の2国間での移動可能な資本

に対する課税競争を考察している。課税により、消費者/政府が対称均衡から離れると、立

地や消費に対する歪みが生じる。本論文では、様々な効用関数に対してすべての可能な歪み

を考慮に入れて比較分析を行った。その結果、もし効用が加法的分離可能で、財の多様性を

好む場合、貿易コストが高い場合に均衡税率は正で、貿易費用の増加関数となり、貿易コス

トが低い場合には負で、貿易コストの減少関数となることが分かった。また、この非単調な

関係は、市場統合による厚生損失の分析にも観察される。これらの結果を導出するには、競

争促進効果と所得効果が重要である。 
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